
甲南大学法科大学院入学試験問題について  

2 0 1 7 年 度 秋 入 学 ・ 2 0 1 8 年 度 春 入 学  

一 般 入 学 試 験 （ A 日 程 ・ 8 月 2 7 日 分 ）  

 

試 験 科 目 ： 刑 事 訴 訟 法  

１  出 題 趣 旨  

【 第 １ 問 】 逮 捕 の 種 類 ・ 各 逮 捕 手 続 の 概 要 （ 引 致 ま で ）  

○ 通 常 逮 捕 ， 緊 急 逮 捕 ， 現 行 犯 逮 捕 に つ い て 事 前 ・ 実 施 ・ 事 後 の

各 段 階 に つ い て 基 本 知 識 が 整 理 さ れ て い る か 確 認 す る も の で あ

る 。  

【 第 ２ 問 】 訴 因 の 意 義 ・ 訴 因 変 更 の 要 否 ・ 可 否  

○ 審 判 対 象 と し て の 訴 因 の 役 割 と 裁 判 所 と の 心 証 の ず れ が あ る

場 合 の 訴 因 変 更 手 続 に 関 す る 基 本 知 識 を 確 認 す る 者 で あ る 。  

【 第 ３ 問 】 医 師 の 作 成 す る 診 断 書 の 証 拠 能 力  

○ 伝 聞 禁 止 と 3 2 1 条 4 項 に よ る 伝 聞 例 外 の 趣 旨 の 理 解 を 問 う 。  

 

２  採 点 実 感  

【 1 問 】 条 文 に 従 い な が ら ， ３ 種 類 の 逮 捕 の 意 義 ， 手 続 に つ い て 記 述

さ れ て い る が ， ４ ８ 時 間 ， ２ ４ 時 間 ， ７ ２ 時 間 な ど の 期 間 の 始 期 と 終

期 が な に か や や 不 明 確 な も の も 散 見 さ れ た 。 私 人 現 行 犯 逮 捕 の 場 合 の

犯 人 引 き 取 り 手 続 に つ い て ふ れ る も の が 少 な か っ た 。  

【 2 問 】 訴 因 変 更 の 要 否 を 被 告 人 の 防 御 の 利 益 の 観 点 で 整 理 す る こ と

は ほ ぼ で き て い る 。 他 方 ， 公 訴 事 実 の 同 一 性 に つ い は 理 解 が た り ず ，

自 然 的 事 実 の 同 一 性 ， 訴 因 と し て の 非 両 立 性 に つ い て よ く 理 解 し な い

ま ま 用 語 を 連 ね て い る と 疑 わ れ る も の も あ っ た 。  

【 3 問 】 ３ ２ １ 条 ３ 項 を 準 用 す る ４ 項 で 伝 聞 例 が 認 め ら れ る こ と は 概

ね 摘 示 で き て お り ， そ の 理 由 に も ふ れ る も の （ 学 識 経 験 者 の 専 門 的 判

断 へ の 信 頼 ～ 信 用 性 の 状 況 的 保 証 と 公 判 廷 で の 証 言 だ け で は か え っ て

適 切 に 専 門 的 判 断 を 述 べ ら れ な い こ と ～ 証 拠 の 必 要 性 ） も 多 く 概 ね 良

好 な 答 案 が 多 か っ た 。  

 

３  学 習 方 法  

刑 事 訴 訟 法 の 定 評 の あ る テ キ ス ト で 手 続 の 基 本 的 な 流 れ を 説 明 で き

る こ と ， 特 に 逮 捕 な ど 手 続 の 流 れ 自 体 を 正 確 に 覚 え る テ ー マ に つ い

て は 条 文 と 照 ら し 合 わ せ な が ら 時 間 を か け て 学 ぶ べ き で あ る 。  


